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日本医師会会員を対象とした「医療情報に対するニーズや診療ガイドラインの
活用に関する調査 概要

【目的】

日本医師会会員を対象に、診療ガイドラインをはじめとする医療情報の利用状況やニーズを把握し、Minds
における診療ガイドラインの作成支援・普及などの取り組みにつなげる。

【対象】

日本医師会会員

【調査期間】

2022年1月18日～2月28日

【調査方法】

日本医師会内で会員向けにて運用している「日医君だより」「関係会内委員会」などのメーリングリスト登録
会員（計4400人）を対象にメールで調査に協力を依頼。回答はGoogleフォームを使用したオンライン入力に
て実施。

調査概要

（1） 回答者の基本属性

（2） 活用している情報源

（3) 診察室における電子カルテとインターネットの接続状況

（4) 日常診療で最新の医療情報を得る際の課題

（5） Mindsガイドラインライブラリの活用

（6) Mindsガイドラインライブラリを知ったきっかけ

（7) Mindsガイドラインライブラリの満足度

（8) Mindsガイドラインライブラリを「やや不満」「不満」と感じる理由

（9) Mindsガイドラインライブラリにおいて、利用しやすい

診療ガイドラインの掲載形態・機能

（10) Mindsガイドラインライブラリをより活用しやすくするための

意見・提案

（11) 日常診療での診療ガイドラインの活用

（12) 診療ガイドラインを使ったことがない理由

（13) 活用する診療ガイドラインの領域

（14) 活用する診療ガイドラインの領域（自身の専門領域か否か）

（15) どのような場面で診療ガイドラインを使用することが多いか

（16) 診療ガイドラインの主な閲覧方法

（17) オンラインで診療ガイドラインを閲覧する方法

（18） 日常診療における診療ガイドライン活用の課題

（19) 日常診療において診療ガイドラインを活用しやすくする

ための意見・提案

（20) 日常診療において診療ガイドライン以外にどのような医療

情報が整備されているとよいか

（21) まとめ

【アンケートの質問項目一覧】
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（1）回答者（232名）の基本属性

■医学部卒業年度 平均：1982.7（±8.9）年 中央値：1983.0年
範囲：1945 - 2007年
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■所属医療機関
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

内科

消化器内科

循環器内科

呼吸器内科

小児科

外科（循環器外科、呼吸器外科含む）

消化器外科

脳神経外科

整形外科

産婦人科

産科

婦人科

耳鼻咽喉科

眼科

皮膚科

精神科・神経科

泌尿器科

リハビリテーション科

肛門科

その他

■主たる診療科

■居住地域
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（2）活用している情報源(複数回答）
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PubMed

薬剤添付文書または薬剤インタビューフォーム

学会ホームページ

医学中央雑誌(医中誌)

UpToDate

Cochrane Review

Clinical Key

Ovid

DynaMed

『今日の診断指針』

『今日の治療指針』

各種診療ガイドライン

Mindsガイドラインライブラリ

医師会主催の研修会（講習会）

学会主催の研修会（講習会）

医師会・学会以外が主催の研修会（講習会）

その他

件
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（3）診察室における電子カルテとインターネットの接続状況

15.1%

28.9%

15.9%

31.5%

7.8%

0.9%

電子カルテとインターネットが同一端末で閲覧できる。

電子カルテとインターネットは別端末となっているが、

どちらも診察室で利用できる。

電子カルテは整備しているがインターネットは診察室

では利用していない。

電子カルテが未整備であるが、インターネットは診察

室で利用できる。

電子カルテが未整備であり、インターネットも診察室で

は利用していない。

その他

n = 232

（4）日常診療で最新の医療情報を得る際の課題（複数回答）
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情報が古くて使えない

特に課題はない

その他
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その他内訳：
時に欲しい情報に行き着かないことがある
正確な情報を得るのに時間とコストが必要
非専門分野の診療ガイドラインがオンラインでは見られない
他
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（5）Mindsガイドラインライブラリの活用 （6）Mindsガイドラインライブラリを知ったきっかけ
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（7）Mindsガイドラインライブラリの満足度

満 足

10%

やや満足

48%

やや不満

36%

不満

6% n = 67

（8） Mindsガイドラインライブラリを「やや不満」「不満」
と感じる理由（複数回答）
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ほしい診療ガイドラインがない

掲載されている診療ガイドライン

が古い
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（9）Mindsガイドラインライブラリにおいて、利用しやすい診療ガイドラインの掲載形態・機能（複数回答）
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ガイドラインの概要・エッセンス版があるとよい

領域横断的にガイドラインを検索できる機能があるとよい

クリニカルクエスチョンや推奨単位で検索できる機能があるとよ

い

ガイドライン作成団体により検索できる機能があるとよい

ガイドラインをお気に入り登録できるとよい

その他

件
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■迅速な掲載・更新

・学会作成ガイドラインの速やかな内容掲載

・定期的な更新があるとより良いのではないでしょうか。

■検索性向上

・キーワードで、全ガイドラインを対象に検索できると良い。

・かかりつけ医向きに、かかりつけ医で行うべきこと、専門医へ紹介するタイミング、などが記載してあると良い。

・キーワード検索エンジンを充実させてもらいたい。

・検索しにくく、思った領域のガイドラインに到達しにくい印象があります。

■網羅性

・すべてのガイドラインを網羅してほしい。

（10）Mindsガイドラインライブラリをより活用しやすくするための意見・提案

※自由記述の内容を主たるカテゴリに分けたものより回答を抜粋して記載
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(11) 日常診療での診療ガイドラインの活用 (12) 診療ガイドラインを使ったことがない理由（複数回答）
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消化器内科

循環器内科

呼吸器内科

小児科

外科（循環器外科、呼吸器外科含む）

消化器外科

脳神経外科

整形外科

産婦人科

産科

婦人科

耳鼻咽喉科

眼科

皮膚科

精神科・神経科

泌尿器科

リハビリテーション科

肛門科

その他
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(13) 活用する診療ガイドラインの領域（複数回答）

ご自身の主たる

診療領域の疾患

が主

69%

ご自身の主た

る診療領域以

外の疾患が主

16%

未記入

15% n = 232

(14) 活用する診療ガイドラインの領域
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(15) どのような場面で診療ガイドラインを使用することが多いか（複数回答）

保険審査、
レセプト審査のため
他
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(16) 診療ガイドラインの主な閲覧方法
（複数回答）
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(17) オンラインで診療ガイドラインを閲覧する方法
（複数回答）
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内容が分かりづらい

内容が古い

内容が専門的で高度すぎる

エビデンスのレベルにばらつきがある

現場の患者に合ったものがない

ボリュームが多すぎる

最新版の発刊状況が分かりにくい

有料である・価格が高い

その他

特にない

(18) 日常診療における診療ガイドライン活用の課題（複数回答）

辿り着きにくい
更新個所がわかりにくい
他

件

■情報へのたどりつきやすさ・検索性向上

・新しいガイドラインにたどり着きやすくなってほしいです。

・学会で既に発表されているガイドラインの一覧表がほしい。

■かかりつけ医師向け活用補助ツールが欲しい

・かかりつけ医研修会で紹介する必要があると考える。

・ガイドラインのあとにQ&Aがあると助かる。

・実地に即したコメントもあると良いと思います。

・医師のモデル別（医療機関の規模、自分の専門領域か否かなど）に

上手な使い方の例があると良い。

・診療ガイドラインを作成した先生がポイントを整理して解説して欲しい。

更に同じ領域のガイドラインはまとめてガイドライン集として頂きたい。

■簡潔性・ダイジェスト版・エッセンス版が必要

・簡易版と原本を両方掲載して欲しい。

・結論だけを書いた簡潔版が欲しい。

■その他

・ガイドラインに限らない関連情報が必要。

■オンラインでの最新版の無料閲覧が必要

・ガイドラインがあるものに関しては誰でも無料で閲覧できたら良いと思う。

(19) 日常診療において診療ガイドラインを活用
しやすくするための意見・ 提案

■薬剤処方関連
・具体的な処方例
・副作用情報
・薬剤の使い分け・禁忌などについての情報

■保険審査・保険適応関連
・保険審査上の注意点
・保険適応の範囲

■その他
・各種診断治療にトータルでアクセスできるサイト
・高齢者や超高齢者に特化した情報
・病院管理等の経営情報など（例：医療情報整備、個人情報保護など)

※いずれも自由記述の内容を主たるカテゴリに分けたものより回答を抜粋して記載

(20) 日常診療において診療ガイドライン以外に
どのような医療情報が整備されているとよいか
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・232名から回答を得た（回答率：約5.3%）。

・回答者は、医師経験年数は平均40年程度で、地域のばらつきはなく、専門科は整形外科・内科が多かった。

・約4割が「診察室で、電子カルテが未接続」、約6割が「同・電子カルテが接続されている」結果だった（後者内訳：電子カルテとイン
ターネットが同一端末で利用可能(15.1％）/同・別端末で利用可能（28.9%） /電子カルテのみ利用可能（15.9%））。

・Mindsガイドラインライブラリを「よく活用する」「活用する」者はあわせて8.0%と少なく、70.0%が活用したことがなかった。医師会員に
おけるMindsガイドラインライブラリの認知度は依然低く、普及啓発が求められることが明らかになった。

・Mindsガイドラインライブラリ利用者の42%が不満を抱えており、理由として「閲覧・検索がしにくい」がもっとも多く、次いで「見たいガ
イドラインがない」との理由も多かった。Mindsガイドラインライブラリで各種診療ガイドラインが臨床現場でより活用しやすくなるよう
に、検索性や利便性向上を図ることが急務であると考えられた。

・日常診療において52%が診療ガイドラインを「ほとんど活用しない・活用したことがない」と答えており、この理由として「特に必要を
感じない」もっとも多く、診療所医師を対象に、診療ガイドラインの啓発が求められると考えられた。

・診療ガイドラインの閲覧方法は、「オンライン」がもっとも多く、その閲覧は「学会サイト」がもっとも多かった。

・日常診療において診療ガイドラインを活用しやすくするためには、「情報へのたどりつきやすさ・検索性向上」が重要課題としてあ
がるとともに、「かかりつけ医師向けガイドライン活用補助ツール（例：QAや活用方法のコメントなど）」のニーズも高かった。そのほ
か、「無料でオンラインで活用できる」ニーズも多数寄せられた。

・さらに、利便性向上に向けた希望として、「ガイドラインの概要・エッセンス版があるとよい」の声が多かった（例：「実践に則しちらっ
と見ても治療を選べる手軽さ」「日常診療レベルと詳細レベルに分ける」など）、多忙な日常診療の中で領域横断的に診療ガイドライ
ンのエッセンスを入手でき、必要時にはより詳細な情報へと導くような活用の在り方について検討の余地が大きいと考えられた。

(21) まとめ
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